
部会 

課題検討会 

○24 市

オンラ
 

○20 市

交付

■24 市

請（「子

⇒ 子
 

■閉庁日

ビニ交

⇒ 住

取組の背

【現 状】

○マイ

（
【マイ

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うら面

マイナ

れ、マ

するこ

「マイナ

課題検討

市町でマ

ライン申

市町でマイ

サービス

市町におい

子育てワン

子育て世代

日でもコン

交付サービ

住民の利便

背景（課題

】 

イナンバー

平成 28 年
イナンバーカ

面には 

ナンバーが

マイナンバ

ことができ

ナンバーカ

討会 

イナンバ

請（子育

イナンバ

スに対応 

いて、マイナ

ンストップ

代の利便性

ンビニ等で

ビス」を本

便性の向上

題認識等）

ーカード（以

年１月から
カードとは】

が記載さ

バーを証明

きる。 

カードの利

バーカー

育てワンス

バーカー

ナンバーカ

プサービス

性の向上が

で住民票

本年度まで

上が図られ

） 

以下「カー

ら）。 
 

明
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利活用等」

ドを利用

ストップサ

ドを利用

カードを利

ス」）を開始

が図られた

の写しな

でに 20 市

れた。 

ード」）の交

【静岡

担当 市

用した子育

サービス

用した各種

利用した子

始 

た。 

どの各種

市町で導入

交付が開始

おも

住

別

示

て

岡県行政

市町行財

育てに関

）に対応

種証明書

子育てに関

種証明書が

入 

始された 

もて面には

所・氏名・

が記載さ

され、身分

利用でき

政経営研

政課、情報

関するサー

応 

書等のコン

関するオン

が取得でき

は 

・生年月日

され、写真が

分証明書と

る。 

研究会】

報政策課

ービスの

ンビニ 

ンライン申

きる「コン

日・性

が表

とし

】

の

申

ン



 

 

○官

関
 

○多

サ

ェ
 

○情

（平
 

【※１ 情

  これま

専用の
 

【※２ マ

自身の

確認で

インタ

⇒ マイ

カー

求
 

【課 題】

○平

普
 

○交

十

 

官民データ

関する計画

多くの住民

サービスの

ェクトアクシ

情報連携（

平成 29 年

情報連携と

まで住民が

のネットワー

マイナポー

のマイナン

できるほか

ターネット上の

 

 

イナンバ

ードを活

められて

】 

平成29年８

普及が進ん

交付を促進

十分ではな

タ活用推進

画の策定等

民にカード

の推進方策

ションプロ

※1）及びマ

年 11 月から

とは】 

が各種行政手

クを用いて、

タルとは】 

ンバーを含む

か、子育てに関

のサービスの

バーカー

活用した住

ている。 

８月末時点

んでいると

進するため

ない。 

進基本法が

等が規定

の利便性

策等につい

ログラム」が

マイナポー

ら） 

手続で提出

、行政機関の

む個人情報

関するオンラ

のこと。 

ードの普及

住民サー

点で、カード

とは言い難

めの住民の
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が公布・施

（第 13 条

性を実感し

いて取りま

が公表さ

ータル（※

出していた書

の間で情報を

報のやり取り

ライン申請手

及促進を

ービス向

ドの交付率

難い状況で

のメリット（

施行され、

条）された。

してもらう

まとめた「

れた。（平

2）の本格運

書類を省略

をやり取りする

りの記録など

手続などがで

を図るため

上策の積

率は全国で

である。

（カードを用

カードの普

（平成 28

ため、カー

「ワンストッ

平成 28 年

運用が開

略できるよう

ること。 

どを 

できる 

め、各自

積極的な

で9.6％（本

用いた利

普及及び

8 年 12 月

ードを活用

ップ・カード

12 月） 

開始された

う、 

自治体に

な導入が

本県は9.0

便性の向

活用に 

） 

用した各種

ドプロジ

た。 

における

が 

0％）と 

向上）も 

種
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検討体制 

構成 

市町 全３５市町 

そ

の

他

○平成 28 年度は「マイナンバーカード利活用等

検討会」（全 35 市町で構成）を開催 

県 市町行財政課、情報政策課

検討 

期間 
平成 29年度～ 

取組の概要 

【検討の経過】 

＜平成 28 年度＞（マイナンバーカード利活用等検討会：任意の検討会） 

 ○カードの多目的利用に関する各市町の対応状況の共有 

 ○カードの申請促進策に関する課題の整理及び情報共有 

＜平成 29年度＞ 

 ○課題検討会 ： 子育てに関するオンライン申請の概要説明及び各市町におけ

る対応状況の共有 

 ○アンケート調査 ： 子育てに関するオンライン申請の対応状況を把握⇒情報共

有 

 ○説 明 会 ： 講演「コンビニ交付の最新情報及び子育てワンストップサー

ビスについて」 

 ○課題検討会 ： マイナンバーカードの多目的利用及び申請促進策に関する

先進事例の共有、複数市町による出張申請受付サービスの紹

介、マイナンバー制度運用面に関する意見交換 

 ○課題検討会 ： 子育てに関するオンライン申請等対応状況の共有、複数市町

による出張申請受付サービスの実証についての合意 

【検討内容】 

検討項目 趣旨及び内容 

カードの 

多目的利用 

の推進 

多数の住民にカードの利便性を実感してもらうため、

国から地方公共団体に対し、カードを活用した住民サ

ービスの向上策の積極的な検討が求められている。
 

＜子育てに関するオンライン申請＞ 

 アンケート調査の結果、対応における課題点を整

理し、解決策を検討するとともに、先行団体にお

ける対応状況を共有 
 

＜コンビニ交付サービス＞ 

 最新情報等を説明会により情報提供 

カードの 

交付促進策 

の検討 

カードの交付促進を図るため、出張申請受付サービ

スにおける課題点を整理し、解決策を検討するとと

もに、先行団体における対応状況を共有 
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 ○対応

  静岡

  御殿

  牧之
 

 

 

 

 ○イメ
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○対応

  静岡

市、

町、

 

【子育て

【コンビニ

メージ 

応済みの県

岡市、浜松

殿場市、袋

之原市、南

メージ 

応済みの県

岡市、浜松

袋井市、裾

小山町、吉

てに関する

ニ交付サー

県内市町

松市、沼津市

袋井市、裾野

南伊豆町、松

県内市町

松市、沼津市

裾野市、湖

吉田町、川

るオンライン

ービス】 

（24市町）

市、三島市

野市、湖西

松崎町、西

（20市町）

市、三島市

湖西市、伊

川根本町

ン申請】
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市、伊東市

西市、伊豆

西伊豆町、

 

市、島田市

伊豆市、御前

市、島田市

豆市、御前

、函南町、

市、富士市

前崎市、伊

、焼津市、

崎市、菊川

清水町、長

、焼津市、

伊豆の国市

、藤枝市、 

川市、伊豆

長泉町、小

、掛川市、御

市、清水町

豆の国市、

小山町 

御殿場

町、長泉
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取組の成果 
 
■各検討項目の成果と期待される効果 
 

検討項目 検討事項・成果 期待される効果 

カードの多目

的利用の推進 

【子育てに関

するオンライン

申請への対

応】 

24 市町で子育

てに関するオン

ライン申請に対

応 

＜住民の利便性の向上＞ 
これまで自ら添付書類を取得した後に、 

役所に行って申請をしていたが、添付書類

を省略していつでもオンライン申請が可能

となる 

＜行政の効率化＞ 

市町は、書面様式からシステムへ手入力す

る手間が削減できる 

カードの多目

的利用の推進 

【コンビニ交付

サービスの導

入】 

・本年度までに

20市町でコンビ

ニ交付サービ

スに対応 

 

・12 市町につい

ては、平成 30

年度以降、対応

予定 

＜住民の利便性の向上＞ 

サービスを導入した市町住民は、いつでも、

どこでも証明書等を取得できる 

※いつでも：年末年始を除く午前 6 時 30 分から 

午後 11 時まで 

どこでも：全国のコンビニ等 

＜行政の効率化＞ 

証明書発行業務に関する人件費が削減で

きる 

カードの交付

促進策の検討 

２市で企業や

団体等に対す

る出張申請受

付サービスを実

施 

＜住民の利便性の向上＞ 

住民は役所に行くことなく、カードを取得す

ることができる 

＜行政の効率化＞ 

カードの普及が進むと、各種サービスにお

ける費用対効果が期待できる 
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■各検討項目の関連性 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の課題 

・ 平成 29 年度中に子育て分野におけるオンライン申請に対応しなかった 10 市

町に対し、継続したフォローアップ（他市町の情報提供等）を実施していく必要

がある。 

相 
 
 

乗 
 
 

効 
 
 

果 

・出張申請受付サービス 

⇒より簡単にカードの取得が

可能 

カードの交付促進 
 
・子育てに関するオンライン申請 

・コンビニ交付サービス 

⇒カード利用により住民の利便

性が向上 

カードの多目的利用推進 


